









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
191






Practicing Language Learning: 
The Case of Chinese-Japanese Intermarriage Children
with a Focus on Interaction between Mother and Children
dai Ning*
Abstract
This paper mainly focuses on the linguistic interaction between Chinese-Japanese transnational 
parents and their second generation in the contemporary Japanese society. By illustrating two 
cases of second generation’s linguistic usage, I will examine how transnational children response to 
different educational mode along their life tracks. I wish to argue, in terms of linguistic selection, 
the children of Chinese-Japanese intermarriage do not coincide with bilingualization but often 
monolingualization toward Japanese. However, this monolingualization is not necessarily due 
to acculturation, and children’s subjective strategy during complex life context should also be 
emphasized. As transnational children develop, on one hand, they are plagued by heterogeneous 
background thus shifting to dominant language; On the other hand, they also silently equip with 
bilingual potential, only waiting to be activated at any time in the future. In different life stage, 
no matter hiding or revealing, second generation’s single selection of language mostly operates as 
periodical presentation.
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は じ め に
国境を越え移動する人々の増加に伴い，国際結婚やそこに生まれる子ども（本論では，そ
うした子どもを「国際児」と呼ぶ）の数も増大してきた。日本の場合，2016 年時点で，日本












本論の執筆に先立ち筆者は，2013 年 7 月から 2018 年 12 月までの間，関東（東京都，
神奈川県，千葉県，埼玉県）在住の計 30 組の日中国際結婚カップルを対象とする継続的な
フィールドワークにおいて，50 人（5 歳～ 30 歳，未成年者の場合は親による同意を得たう
えで行う）の日中国際児に対してインタビューを行った。本論ではそのうち，母親が中国人






1) 詳しくは第 II 章第 1 節の表 2 を参照。総務省統計局機関「平成 28 年度　父母の国籍別にみた年次別
出生率及び百分率」『平成 28 年度　人口動態調査』に基づく。

































































































































































































仕事や子育てを行うようになる。冒頭で提示したように，1987 年から 2016 年にかけて，日
本において日本人と外国人の間に生まれた子どもは約 50 万人である。また，なかでも，日
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表 1　日中国際結婚件数の推移
組数／年度 1987 年 2000 年 2012 年 2016 年
国際結婚数の合計 14,584 36,263 23,657 21,180
日中国際結婚 2,049 10,762 7,986 6,316
夫日本人，妻中国人の結婚数 1,977 9,884 7,166 5,526
夫中国人，妻日本人の結婚数 432 878 820 790
出典：『平成 28 年度　人口動態調査』により筆者作成
表 2　日中国際児の出生数
父母の出身国／年度 1987 年 2000 年 2012 年 2016 年
父母のどちらかが外国人の合計 10,022 22,337 20,536 19,118
父母のどちらかが中国人の合計 1,090 3,953 5,357 5,099
父日本人，母中国人の場合 803 3,040 4,041 3,671
父中国人，母日本人の場合 287 913 1,316 1,428









次に，1980 年代以降 5) の日中国際結婚に関する研究の流れについて簡単に触れておきたい。
まず，中国人女性たちの来日動機は，「経済的要因」［宿谷 1988；加藤 2004］，「ジェンダー






離婚率が上昇することで，中国国内で周辺化されるようになったからである［賽漢 2007; 郝 
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性が「配偶者等ビザ」とその他のビザの間で戦略的・効率的に切り替える事情を提示したう



































































































































11) 天安門事件は 1989 年 6 月 4 日，天安門広場で，民主化を求める学生が中心に行われたデモ活動のこ
とをいう。
12) 2017 年 10 月 18 日の会話，フィールドノートより。
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13) 2017 年 9 月 16 日フィールドノートより。
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